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告知・手術・化学療法・緩和ケア・・・
次々迫るがん領域の荒波にのみ込まれて途方にくれてませんか？
骨腫瘍や骨転移の患者さんは、「痛み」「脆弱性」「倦怠感」「不安」という多重の負荷を抱えながら
日々を過ごします。離床ひとつ取っても、病的骨折のリスク、荷重制限、放射線治療や薬物療法
とのタイミング……判断は常に綱渡り。この講座では、骨脆弱性の評価から安全な離床、義足歩
行の実際、疼痛・呼吸困難・倦怠感の包括的アセスメント、さらにはACPをふまえた「その人らし
い過ごし方」の支援まで、看護とリハで取り組むべき急所を凝縮。苦痛を最小に抑えながら“明
日も動ける一歩”を支える実践ポイントを余すことなくお伝えします。

がん領域の看護ケアと
リハビリの極意

がん領域の看護ケアと
リハビリの極意

骨腫瘍と緩和ケアの看護ケアとリハビリテーション 編骨腫瘍と緩和ケアの看護ケアとリハビリテーション 編
日　時： 2026年  
会　場： インターネット生中継セミナー 
講　師：  上野 順也  先生（国立がん研究センター東病院）
                   廣橋 猛 先生（永寿総合病院）
対　象： 看護師・ PT・OT・ST（左記以外でも受講可）
受講料： 会員 9,800円（税込）  一般 12,800円（税込） 

ホームページよりオンライン登録
日本離床学会
臨床を元気に!

受講方法

日本離床学会

講座コード
R-343

お問い合わせ・お申込先

年会費4,900円が無料 セミナーが実質7,900円割引で受講可能今、会員に
なると

見逃し受講期
間2週間あり

永久保存版PD
Fスライド付

※上記各1講座を受講すると、離床アドバイザー取得コースの理論1単位・学会認定資格更新10ポイントを取得することができます。

複雑な困難に立ち向かう！
エキスパートが直伝する“切り札”がここにある

複雑な困難に立ち向かう！
エキスパートが直伝する“切り札”がここにある

骨腫瘍患者における骨脆弱性の評価とリスク管理  ～病的骨折を起こさないための安全な離床のしかた～

下肢骨腫瘍術後の荷重制限と歩行再建の実際
　　　　　　　　　　　　～免荷・荷重のステップアップと実用歩行の目指し方～

骨転移はとにかく痛い！放射線治療・薬物療法と連携した疼痛コントロール管理と動作練習

下肢切断後の義足を用いたリハビリテーションの進め方  ～断端管理・装着訓練・歩行練習の実践ポイント～

がん患者における「活動と安楽」のバランス　
　　　　 　　　　　　～離床をうまく組み込んで、苦痛を最小化するアプローチ～

疼痛・倦怠感・呼吸困難への包括的アセスメント  ～症状緩和とリハビリ継続の両立を目指す～　　

「その人らしい最期」を支えるAdvance Care Planning  ～在宅移行支援・希望を尊重したケアの実際～　ほか

6月28日（日）10：00～16：00

4月25日（土）10：00～16：00
脳腫瘍と乳がんの看護ケアと
リハビリテーション編

5月24日（日）10：00～16：00
肺がんと消化器がんの看護ケアと
リハビリテーション編

全3講座シリーズで開催 !!

百戦錬磨のエキスパートが荒波を乗り越えたこの一手百戦錬磨のエキスパートが荒波を乗り越えたこの一手骨腫瘍 緩和ケア
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Program ❻

Program ❼

クーポン
3,000円分
プレゼント！ 

3回まとめて申し込むと

各講座の詳細は
HPをご覧下さい

会員のみ
30名
限定


